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もっているのに…なぜ？（ヨハネ3：1-3）
　
今日、聖書に紹介されているニコデモという人は、パリサイ人、つまり、宗教的にものすごく徹底していて皆に尊敬される人でした。また、ユダヤ人、異邦人と分けて考えてプライドを持っていたユダヤ人でした。しかもそのユダヤ人の中でも指導者の立場にいた人間でした。指導者になるというのは、特別なケースでなければ基礎的なものをもって、そのうえに人に無いものを持って努力を積みかさねて手に入れるものだと思います。つまり、ニコドモという人は、私たちが普通に必要だと思い欲しがっているものをほとんど所有している者です。そのようなニコデモという人が、ある夜、こっそりとイエス様のところに訪ねます。もしイエス様に会ったことがばれてしまうと、今ニコデモにあるすべてを失う可能性もあります。それにもかかわらず、それらを覚悟でイエス様を訪ねたというのは、聖書には詳細が記されていませんが、よっぽど切実な何かの悩み事を抱えていたのではないかと予測できると思います。それでイエス様と会話を交わす内容が今日読んだところ、また、その後のところに紹介されています。ニコデモのような人が、危険を覚悟の上でイエス様を訪ねた。裏返しますと、ニコデモのような人が、人には言えない危険を覚悟してまでイエス様を訪ねるしかない大きな悩み事を抱えていたということです。

そこで私たちは、不思議に思って疑問符を投げかけないといけません。特に、教会に通っていない人はもちろんですが、信者である私たちは、そこで「えー」と不思議な思いで質問を投げかけないといけない場面です。しかし、残念ながら私たちは、またほとんどのクリスチャンの方々がそうしないで、これは間違いなく不思議なことなのに全くそのような疑問などは持たずにスルーしてしまいます。そこを今日、冷静に吟味して行きたいと思います。本当に何も疑問がない不思議ではないでしょうか。というのは、私たちが「イエス様は救い主キリストです」と告白して、教会でメッセージを聞き、「ああ、なるほど」と思いながら、実際に今まで私たちが当たり前に思っていたことに対して何のチェックも入れないということなのです。信仰は信仰、メッセージはメッセージ、また今までどおり生活は生活、バラバラ、べたべたということになると思います。人々は実は普通に当たり前に何かをたくさん所有すれば、何かをいっぱい手に入れればその人の人生は豊かな人生であり、また幸せであるだろうと何の疑いも持たずに普通にそう思うのではないでしょうか。違いますか。だから、皆が、経済力があれば、他の人より経済的にたくさん所有していれば、ときには他の人にはない名誉を手に入れれば、あるいは権力を手に入れれば、その人の人生はより輝く人生、豊かな人生、だから幸せな人生になるだろうと思って、そういうところに今も皆さんはこだわっているのではないでしょうか。ただそれが自分の手に入るかどうかは別ですが。そう思っているでしょう。子どもの教育になぜそんなにも力を入れて神経をとがらせて一生懸命なのでしょうか。そのように普通に思っているからではないでしょうか。そういう思いから見ると、ニコデモの今日の場面は不思議で、不思議でしょうがない場面でなければいけないわけです。
そして、その所有というものは目に見えるものだけではありません。たくさん学びがあれば、他の人よりより良い人生を歩めるだろうと普通に思います。だから、学歴にこだわるでしょう。知能指数などにこだわるでしょう。無知であるよりは、あらゆる知識を頭の中に一杯入れておいた方が有利だと思うのではないでしょうか。別にそれを否定するつもりはありません。問題は、それでより良い人生になるだろうということを普通に何の疑いも持たずに思っているということです。今もそうなのです。そういう中で所有というものは、条件の面においても言えるものだと思います。環境的に条件の面において有利であればより安泰するし、安全な人生を歩けるし、より楽に暮らせるだろうと思うわけです。普通に。ぜひ冷静になって聞いていただきたいと思います。そうでないと、今までどおりにスルーしてしまいます。そうなるとクリスチャンとして当たり前な勝利を全部逃してしまい、心の内側から本当に必要な変化などが中々経験できません。そうするとマンネリカしてしまって、メッセージを聞くのも礼拝に参加することも信仰に励むことなども「まあいいや「というところに行ってしまいます。ものすごくそれは危険で残念なことです。人々は普通に家庭環境がよければ、生まれた環境がしっかり整っていればより楽な人生を送るだろうと思います。そうではないからいろいろぐちゃぐちゃなのだと普通に思うのです。教育環境がものすごく厳しいよりは、しっかり整備されていた方がいいのだと言います。もちろん良いでしょう。だからそちらの方が楽になるし、より良い人生を歩けるし幸せになるだろうと思うのです。才能がないよりは才能があったほうがより良い人生、楽な人生を歩けるだろうと思います。ときには初回の様々なシステムも整備されていないよりは福祉的なシステムもしっかり整備されていた方がより楽な人生、より良い社会になるだろうと疑わずに普通に思っています。違いますか。だから、そういうことにものすごくこだわっているのではないでしょうか。クリスチャンの私たちもそういう意味で普通に…だろうと思うのです。そうでしょう。別に神経に考えたこともありません。クリスチャンの一番の病気と言いますと、幸いメッセージを聞けば神のみことばに触れるところに来させてもらっているのにもかかわらず真剣になりません。だから、乖離があります。みことばと自分の思いとに。それに葛藤が生じるわけでもありません。葛藤がないまま、乖離もないまま普通にスルーです。そこを吟味して冷静に真剣に正していく必要があります。今まで普通にそうなのかどうかあまり感覚も無いまま、当たり前に疑わずに「…だろう。と思っていたこと、そこにチェックを入れてみていただきたいと思います。もしそれが本当であれば、その「だろう」から見ると、私たちはより正直、率直な、冷静な問いかけ、質問が求められると思います。まずはだからといって本当に多くのものを所有していて、たくさんの学びがあり、よりよい環境、条件に恵まれているか、そういう人はそちらに属している部類は幸せなのだろうかと吟味してみなければいけません。そうでないと「だろう」の中でひとくぐりになってパスしてしまいます。どうでないからまた思い込んでしまうのです。病気があるから不幸なのではありません。誰かに不幸にされるから不幸ではありません。誰かに無視されるから不幸ではありません。本当の不幸が何かこれっぽっちも分かっていないから、それに捕らわれて縛られてだまされているだけです。逆にたくさん所有してすべてが備えられている。今はそうではないからもう少しこうなれば…だろうと思っているのではないでしょうか。だから、今必死に頑張っているのではないでしょうか。だから、学校で勉強をして寝ないで一生懸命走っているのでしょうか。そこで冷静に問いかけてみましょう。本当に幸せなのでしょうか。個人ひとりひとりを見ても。私はそんなに優秀な偉いところまで行った経験がないから分かりませんが、自分の小さな経験を見たと気でも、結構、他の人より優れて前に進んだ時期もありました。他の人よりできるだけ良心的、一生懸命頑張ったときもありました。だからといって幸せになるというのは全くありませんでした。今日のニコデモがその代表的なケースではないでしょうか。国のレベルを見ていても同じです。開発途上国、いろいろ劣っている国、それに比べて先進国と言われている国があります。所有の面においてだいぶ差が開いているわけです。だから、先進国の方が後進国、開発途上国より幸せだと思いますか。そこには悩みがないのでしょうか。冷静に考えないといけません。ベンチな部分はあるかもしれません。便利だから幸せということはとんでもない話です。時代を考えてもそうでしょう。昔と今現代を比べてみると、ものすごく発展していて、昔は想像もできない、考えられないものすごいものを皆手に入れたのです。だから、昔と今を比べると今がより良い社会、より良い世界だと言えるのでしょうか。真剣に冷静に考えないと、何の疑いもせずに「だろう」となってしまいます。だから、またいっぱい持っていれば、それを方向にして目的にして頑張ります。それが満たされないときにまた暴れるのです。

今までたくさん持っていれば、他の人より有利な条件であればより良い人生、幸せだろうと信じ込んでいたのですが、そこでブレーキをかけて質問しないといけません。ニコデモを見ながら、私はニコデモのように全部手に入れた経験がないから自らその問いかけができなかったかもしれませんが、ニコデモを見て問いかけないといけません。不思議だな。ニコデモは今まで普通に考えていたことに基づいてみると、一杯幸せなのだろうと思っていたのにそうではありません。だろうがだろうではありません。だから不思議に思わないといけません。まったくニコデモの話を見て不思議に思わないのです。不思議ではないでしょうか。なぜ他の人より指導者の立場の人間でパリサイ人、まじめな人間で教育も受け財産もたくさん持っていて人から認められているのにもかかわらず、どんな悩みを抱えていたので危険を覚悟の上でイエス様に会いに来たのか不思議ではないでしょうか。来る必要などなかったと思うのですが。なぜそうなのでしょうか。なぜ先進国と言われる、普通に考えると幸せなのだろうと思われるドイツや日本のような国が自殺率において世界のトップを走っているのでしょうか。不思議ではないでしょうか。それが不思議で、不思議で仕方ないというクリスチャンでなければいけません。それを「でも発展しているから先進国だろう」ではなくて、不思議ではないでしょうか。皆さんが疑わずに普通に思い込んでいるその思いから見ると不思議なのです。なぜ有名人、芸能人などが自分で命を絶ってしまうことがたくさん発生しているのでしょうか。筑波大学だけでも、東京大学だけでも、ハーバード大学だけでも、別に貧しい国の大学では自殺はありませんが、優秀な大学の中で年間自殺する人がたくさん出ているのです。一杯知識があれば、いろいろな困難を全部避けて通れるだろうと思っていたのに、なぜなのでしょうか。他の何かを不思議に思わずにこういうことを不思議に思ってください。一つ私たちに不利なのは、そんなに偉いところまで行った経験がないというのがネックはネックですが。
　前にもお話ししましたが、何もお金には困っていないある中小企業の社長さんで毎晩お酒に酔い潰れる人と会うことがありました。その人は特別なケースでしょうか。その人のように毎晩お酒におぼれてつぶれる形ではなくても、あるいは我慢しているかもしれませんが特別な話でしょうか。皆さんあまりにも世間のことが分かっていないのではないでしょうか。東京大学の前で教会をやっている時に、かなりベテランの東京大学の名誉教授さんが来て、それほどの知識がある方であれば、人生何が問題なのか、どうすれば幸せになるのだろうかを全部知っているつもりだったのに、抜け殻みたいな感じで来られました。何日か前に自分の娘が急に自殺をしてしまいました。今まで自分が学んでみた知識では解けません。不思議ではないでしょうか。なぜすべてをもっているのに幸せではないのか。皆さんぜひ冷静に率直に問いかけをしていただきたいと思います。
　そして、聖書に耳を傾けてください。不思議な疑問に対して、聖書の他には答えがありません。聖書は私たちにこのように語って教えているのです。私たちが今まで一度も気づいていない、知ることもできない、実は隠れている真実、真相というものがそこにはあります。どんなに所有してどんなにすべてを手に入れたとしても、そういうものでは絶対に解決不可能な問題が人間にはあるのです。それを聖書は罪、特に原罪というわけです。ただの罪とは違います。どんなに豊かに裕福にすべてを手に入れて、周りからすべて認められる良い条件に恵まれていたとしても、根本的にすべてが腐って崩れてしまった原罪という解決不可能な問題を人間は抱えています。だから、人間というものは所有があるかないかのまえに裸でこの世に産声とともに生まれたときから、実はこれが隠れている真実、真相ですが、今目の前にある問題そのものを問題だと思わないように。あなたがたはあなたがたの父である悪魔から出た者であると言われています。悪魔から出たとは、生まれながら最初からです。エペソ2：3には、生まれながら神の御怒りを受けるべき子らとして生まれたとあります。こういう真相、真実が根本的なダーメジが隠されていたのです。誰も知りません。だから、いまだにたくさん所有すれば「だろう」という思い込みの中でみなが生きて頑張っているのです。それがそうではないということが人生を通して、歴史を通して、聖書を通していくらでも明らかに証明されているのにもかかわらず、それを見る目は全く持たずに、間違って頑固なままそれでもいっぱい持っていれば「だろう」という方向に皆進んでいるのです。残念ながら教会でさえもそうです。持たない方がいいという変な話ではありません。生まれながら、最初からです。それで生まれてこの世の中を生きていくうちに、所有しているかしないかどんな環境なのか関係なく、様々なきっかけを通して霊的な問題、精神的な問題、肉体的な問題、家庭の問題などを抱えて患うしかありません。形がそれぞれ違うだけです。所有しているからこの問題から逃げられるわけではありません。まるでたくさんの所有が、貴金属を飾ってテレビに出れば、内側に隠れている真実の問題があるのですが、それがどこかでばれないようになると思って飾っているのですがそれは勝手です。だからといってそれが隠れるわけでもないし消えるわけでもないし、そこから逃げられるわけでもありません。そして、人間は一度死ぬことは定まっています。だれでも死の恐怖から逃れることはできません。「私はしなんか怖くありません」とどこかで催眠をかけられたか分かりませんが、そう思い込んでも勝手であって、そう叫んでいることこそが死の恐怖に繋がれているからです。所有しているから死なない人間などいません。

　そして、何よりこれがずっと家系を流れます。そこから逃げられるものはいません。所有しているから、たくさん持っているからといって。だから、なぜ私たちは普通に疑わずに「だろう」と思っていたのに、そうではないのかと不思議に思って問いかけてみてください。そして、その答えはだからニコデモはイエス様を訪ねて来るしかなかったのだね。ニコデモも仕方がない、しょうがない罪人なのだね。これが理由です。これっぽっちもこれに対してはぶれてはいけません。聖書は、イエス様はニコデモに明確に人生の隠れている真実を取り出して幸せの本当の鍵はどこにあるのかということを教えてくださいました。ニコデモは聖書の学者であり、宗教の指導者であり、国民の指導者でお金持ち、学識のあるものだったにもかかわらず、それを初めて聞くのです。幸せがどこにあるのか。何が幸せの鍵なのか。イエス様がおっしゃいました。ニコデモが、自分なりに精一杯しゃべっていることを最初から全部無視して答えをおっしゃいました。神の国に入らない限り幸せはない。だから、幸せの鍵は神の国なのです。神の国という言葉は、今申し上げました皆がだろうと思っている世の中にあるものを、この地上にあるもの、それが目に見えるものであれ見えない精神的なものであれどんなものであれそこにはないわけです。それでは解決不可能な問題を抱えているわけですから、だから、神の国、そこに幸せがあるわけです。人間は神のかたちに造られた霊的な被造物です。唯一、動物ではありません。だから、人間の幸せは最初から神がともにおられる、それを神の国と言います。その神を信頼し神の祝福を受け入れて神様にコントロールされる、それが神の国です、それをインマヌエルと言います。そこにのみ幸せの鍵があります。イエス様がおっしゃいました。心の貧しい者は幸いです。天の御国がその人のものだからです。神がともにおられることが天の御国であり、その人達は地上で一度はみな死にます。死んだ後、地獄に行く運命から解放されて、死が永遠の天国への扉になります。だから、天国の希望を地上を生きながら、弱々しい者であるのにもかかわらず天国の希望をもって歩くようになります。そういうところに幸せというものがあります。つまり、不幸の究極的な形、結論である死を乗り越え、死の恐怖に打ち勝って、復活のいのちの希望の信仰を持っている人こそが幸せなのです。神の国にあります。
そして、神の国に入るために何が必要なのかというと、いろいろな知識やたくさんの所有ではなくて、新しく生まれなければ神の国に入ることはできない、幸せの鍵は新しく生まれることなのです。どうすれば新しく生まれて神の国に入ることができるのでしょうか。ニコデモのように母の胎に入って二度生まれるのでしょうか。新しく生まれるというのは、先ほど申し上げました隠れていた真実、真相、どんなに所有していても通じない解決不可能な問題、原罪の罪、滅びの運命ですが、それをまとめて死と罪の原理と言います。そこから完璧に永遠に解放されること、それが新しく生まれることです。永遠に解放されている。新しく生まれるためには一度死なないといけません。死なずに生まれるということはありえません。だから、新しく生まれるというのは、死と罪の原理から解放されて、一度は死んで滅びるしかない、どんなに所有していてもだめになるしかない、その人間が一度死んで新しく生まれることによって神の国に入ることはできません。しかし、これは人間には不可能なのです。世の中にはそれを叶えられる方法などはありません。だから、イエス様が新しく生まれる方法を教えました。水と御霊によって生まれた者は新しく生まれる事ができる。説明の時間があまりありませんので、結論から言います。
水と御霊というのは、そのために神様が私たちが新しく生まれて滅びの運命から解放されて、まことの幸せに入るために、神の国に入るために約束されましたメシヤ、キリストを送る。水とは、洗礼のことを意味するので、キリストの話なのです。罪のないキリストが、どうしようもない所有などではまったく通じない罪を抱えている私たちの罪を代りに背負ってあがなわれて代わりに死んで犠牲になること、それ以外には新しく生まれる方法はありません。だから、水と御霊によって生まれること、本当の幸せは所有にあるものではなくて、新しく生まれて神の国に入ることなのです。新しく生まれること。逆に、所有によって少し安定するとこういった神の国に入ることが邪魔されます。そんなものなくても私は持っているから大丈夫だと勘違いするわけです。だから、所有しているのにもかかわらず悩みを抱えて、所有していない者ももちろん水と御霊によって、キリストのあがないによって。神様がそのように約束されました。他には道がありません。キリスト、メシヤによって人間は一度死んでまたまったく新しく生まれることができ、それによって神の国に入ることができる。その約束が成就しました。十字架にかけられてすべて完了したと宣言し、血を流されて死んで3日目にそれを証明するために使者の中から復活、よみがえられたイエス様がそのキリストなのです。だから、水と御霊によって新しく生まれるというのは、キリストのあがないによるのですが、イエス様がそのキリストなのです。そのイエスがキリストとして、新しく生まれるための全てを全部完了したのです。だから、新しく生まれる方法は、イエス様がそのキリストだと信じる信仰によって新しく生まれるのです。ニコデモとの会話の一番最後の結論が、皆さんがよくご存知の、神は実にひとり子をお与えになったほどに世を愛された。それは御子を信じる者がひとりとして滅びることなく永遠のいのちを持つためである。ニコデモもイエス様をキリストとして信じる信仰を持たない限りは不幸から逃げることはできません。
パウロが言いました。私は十字架とともに死んだと。イエス・キリストを信じるその時に、どうしようもない私たちは十字架とともに一度死にます。今はわたしの中にキリストが生きています。新しく生まれた人の告白です。イエスを信じるその時に、皆さんの内側に聖霊が宿るようになります。神が一緒になります。それこそが新しく生まれることなのです。外見が変わらなくても、死んでいた魂にいのちが与えられること、それが新しく生まれることなのです。赤ちゃんがお腹からおぎゃーと生まれることより、その親を通して生まれる人間は一度死なないといけません。それは自殺ではありません。イエス・キリストが代わりに死んだので、それを信じてイエス・キリストを受け入れたときに嫌な自分はそこで死ぬわけです。それ以外には、死ぬ方法はありません。新しく生まれるための死ぬ方法などありません。どんなに自分で命を絶ったとしても、それは新しく生まれる死ではありません。イエス・キリストが代わりに死にました。そこで私たちも一緒に死んだのです。そのイエス・キリストを受け入れるときに。所有していてもどうにもならない隠れている現在の真相を抱えて滅びるしかない私は死んで無くなります。神の子どもとして聖霊が宿る神の神殿として尊い神の子どもとして新しく生まれるようになります。しかも神様は私の弱さによって逃げることなく永遠に離れることなくともにおられることになります。永遠のいのちを持つ。ここにのみ幸せの鍵があります。

ぜひ、「持っているのになぜ？」という質問を、不思議だと思いながら問いかけていただきたいと思います。これからは皆さん、神経に問いかけて結果として幸せの既存の概念を全部変えてください。今までだろうと思っていたことを全部消してください。それはだろうではありません。幸せに対しての正しい定義、イエスを信じることが幸せです。神がともにおられることが幸せです。たとえ迫害を受けてでも、たとえすべてがうばわれても人に無視されることがあっても、それは幸せ、不幸の条件ではありません。それでだめ、良いと判断しないように。イエスを信じることが幸せです。そして、この定義に対してぶれないようにしましょう。皆さんが真剣に取り組まないと、また普通にスルーしてしまうのです。全部わかっていると。この定義がぶれないように。そして、その上に立って自分自身が今これからも後も幸せなものだという揺るぎない確信をもっていつも感謝するようにしてください。それが武器です。その時にサタンが逃げるわけです。いつも私はだめだと思っていると、サタンはいつも喜びます。それはだめだからではなくて、幸せがどこにあるのか、イエスを信じる信仰に立っていないからです。人がいい悪いとかではありません。皆さんは、今幸せな者です。それに揺るぎのない確信を持ってください。たとえ病気にかかったとしても。
そして、その確信の上で皆さんの周りに成功者と思われる人、エリートと呼ばれる人などをできる限り思い浮かべて、彼らに対して彼らは神の国に入るために新しく生まれる必要のある、つまり、福音宣教の対象者として皆さんの謄本の中に名前を入れてください。今週1週間本当にあらゆる形でいろいろな場面で、自分より上だと思っていた、あるいは優れたすばらしいと思っていた人が、かわいそうだなと彼らの隠れている真実を見る祝福があることを祈りたいと思います。それを祈ってください。

最後にまとめます。持っているのになぜ悩み事を抱えて倒れているのか。全部まとめた結論は、偽物の幸せから抜け出して、まことの幸せを得るためのチャンスです。そのために持っているのにもかかわらず悩み事が許されるのです。
（祈り）
恵み深い天の父なる神様。ありがとうございます。私たちは今まで勘違いの中で人生を生きてきて、それが救われた後も普通に自然なものとしてスルーしていたことを覚えます。今日のみことばを通して不思議に思い、冷静に問いかけることができ、その答えであるイエス・キリストをしっかり握って正しい確信の上で伝道の重荷がさらに強められることを心からお祈りします。私たちは今幸せな者であることを告白して、また感謝を主にささげます。所有などに左右されないように、所有に対する意味を改めることができるようにひとりひとりを祝福してください。またエリートなどを見る目を変えて、その悩み事を見る理由をまことの幸せがあの人に与えられるためのチャンスだという見方をすることができるようにひとりひとりを励ましてください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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